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序  

前橋の地は赤城l【1、榛れ1」を後■l，テとして、l甘束坪野の北帖附こ位汗‘‘二し、利仙川が北から南東  

にかけてハ流しており、四季おりおり山の姿が変化し凪）川j媚な地です〔｝   

前脚い蛾には、70咽測沌の‾■判■iがあり、この他が▼■I■一代火国文化の小心地として繋栄したこ  

とを物．i行っている（，   

こうした、すぐれた‾lll■Jま一し文化を北柏として律令イ梢りの小にあっては、元総社の地がl川畑の所  

れ地となり小三1リ宛寺、l射か守昔カi虻、ンニされ、．卜抑に1の政甘い文化の小心地となり仏教文化の／l－〔  

がl咲きほこった。   

このたび、Il本勤労宥≠′Llガち会が前箱l州旧ごu枇仇㈲廿曲を前桶川 ■榊．加1J－教吾妻引会に協  

議を小し人れましたがl某j係署l私議・調整の結来発裾訓査を吏施することになりましたい制証の  

紺・来、軋帖l＝川村＝∵に粂川．水11り直を相㍉i．だし律令制lけ代の牛祀の北侶であったことが判明しま  

した。しかし、」掴ノミのままでの保〝甘虹＿り！なため記助川り／二となりました－）   

↑後、地域の根史、1ル柏ルーの聴史雉を仰りけるためのトi一汗二なで川▲が得られたこ とと考・えられ  

ます 

物亘、両面のほ助をいただきましたlりく什七協会に厚く御礼を小し上げますい また、Illlfし考ハ‘  

サ研究所の所山さんをはじめ御指草馴職ノ」くださった操‖系▼帯、作業＝のみなさんに捏くゎ礼を  

‥lし⊥げます。   

本邦日刊二が斯学の発力卓に少しでも省リ・できればン、トいに〝じます（）  

】l“和60年2ノト8＝  

甘楠常州撒文化財党≠潮用吊1  

川k＋奈 良 二 郎   



1．本省は肝情県湖橋Il描＝川町触ルの宅地造成■川r・の施行に伴い、叫前．川奔された紺＝‖墳遺跡   

の発抑制奔軸H出である。  

2．発抑制奔は前肝l日射隼黍＝会社余劇帝．課のもとに糾誠された、前橋‘lけ州蔵文化財剰届調査   

卜りが黒地した。  

3．現地．軋奔は、Ill武ゼ・1い、；瑚井光桝が叫当し、二、日高仲力川吊りして行なった。  

4．遺跡の所有」也及び調証朝川り．は－卜記の通りである。   

桝イiミ地 仰．l．肌．描冊刷新‖川r材＝1り糾20備地   

剖査期閃l附情9咋1川271l～l川271；  

5．木与t‡‥の編架は寺常が行い、、榊粧が総目した。揖物及びl茎川11トレースは平Il吐・了▲、ド・相川吊′・   

の協力を待た。  

6．党抑制奔の火施及び肛；l「ilミニの1：り行までに下記の緒憐憫肌朝指専、研＝茄力を賜った、記して   

感謝の恵を来します。   

州別．相野育委‖会‾文化財保．腰課、1〕†J肝Ilほ如ナ委＝余什余教否誹、肝情県勅′プJ・杵圧七協会  

ノ、L  例   

1．遺構、逝物の縮尺は不統一▲である（つ  

2．遺構挿図のl人J、j馴勿】ll＝二付：椚は・で衣ホした〔，  

3．川幅川－のスクリーン・トーンの衣ホは‾卜記の通りである。  

……水‖丑帖岬、≠i’抽灘、  ……‖雌イ川lづ、カクラン了てI；分   
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第I章 確認調査に至る経過   

59．9．311本土一班づ川●什七協会より前桶川前㈲川町紬Ill境42叫骨地外8姉において、605l…2  

に七」也分；漸汁他州爪l私議■il‡‥拙州される。  

▲11年相打七地肌発拍層澱側聞ノL条（文化財保護）にノムづき11一丁晰け放ヂf刹はの：葺こ  

兄を求められる。  

5f）．9．柑」凡地衣面訓査、地形訓宜、周辺の退潮皿との付二附関係舘制宜黒地する。訓奔の結  

果、現れ、水＝になっているが追跡の吋打馴′川iめて高い。特に】‖羊イ＝∵にサ友帖  

代の条＝水l州亦がサ想される。  

59．9．25 市建築指専制へ訓奔緋来、意皿詔として七地l肛賂車前協．籠に対する悪化il㍗を捉＝  

する【，  

その際、■甘楠吊放出項引漂と＝本勅づ川■什七協会との肌で「小米施行に什う文  

化財保逓にl某ける党il；ニ」を締射けるよう文三l‡二でIt】し人れる。  

5！）．9．27 肝情県朝′ジ川▲什宅協会より協．籠の小し人れがあり、■lり二三付回協．籠をリミ施する。  

協誹拍）紺黒「．軋裾削丑」をりご施することになる「）  

59．10．1理賊文化財価認肌奔についてのイ机頼引払■tlされるり  

59．10．11．武州冊拍㌣失地する。その紺黒、1伸輔眉‾卜に粂川水＝跡発兄される（）ll舶岬、溝、  

水Ilミー；りlな／■な状態で聞発・〃芯地合面上あることが碓認される。  

5f）．10．】7 州jl乱文化財の．軋鋸制宜の純一りとについて回芥する。  

59．10．柑 い肌里I～の肌粧神州ll、肌春期刷、訓査＝1判J、訓宜十附杵訊こついて協．瀧・肌盤を  
i   

10．25 する。  

59．1l．2 群情県勤労署什七瀾蕎より「訂‖1り先遣跡」の川と蔵■文化財発掘剖宜依頼が前相打教  

習委‖会に捉‖される。  

訓イた二巨体を■lⅢイ馴川職戊化粧倒胴帽泄が失地することになる。  

59．11．26肝廿川里榔労守Hlミ二巳協会と1嗣一拍」■教習委＝会lノ、川了†肘l刷購戊化財隠抑制奔・J】との閃  

で川践文化財発抑制宜委託契約＝it‡二の締結する。  
（祐‖lり  

卜▲l・－・   



1′llぃぶ隠跡  

15 直視二■♪追跡  

161榊逆潮（高崎れ教碁朝情）  

t711砧粗跡川机川し＃文委調査）  

18 冊；川闇抑（l冊斬1撒璃朝肌）  

19 断保追跡  

20 ■い人門出跡  

7 川分ミー戸  

8 川分局♯  

！）・lミ‥砧珊  

10 関根樋遡朋   

11川府肺定地   

12 元結社朋神道跡   

13 ′r．ゝ小J追跡  

∧ 細川境追跡  

1二十l＝古墳  

2 速≠川1古墳  

3 及シー＝正一▲ぜ‡   

4・＝i用事‥砧牒  

5 蛇穴山古墳  

811仁l減封  

21（犬川）二子‥高明  

第1図＋追跡の柾附と川辺の環JJ■ユニ  

ー 2 －   



節II韓  遺跡の位置と考古学的喋境（弟＝洲  

本．追跡は、火l」用己流川潮物と水成＝－ム侶カ、ら成る渋柿ハ皿である11附加か地を北から両ヘハ  

流する利根川のイl▲岸、新前招脚川、ら両へ約t．5k】tlに桝イlける〔一 遇跡は前輪む」也和昭射1・l；にイ1川■  

し、搾れ11の吏潮に広がる州情ケ根局状」也の）L葺J／．iに憐返する。   

この州帰ケ頂局≠血を、倹名＝捕を水源として川正し■榊．好手他に1ミる州l＝よ、i出Il、架往川、  

ルリl川聞；で、これらは利仙I】水系に帰している。扉状地には榛†■lll†ノミ流水によるいくつかの減  

水地が〝在している。   

本遺跡は拙拭ケ一蘭小‖人地を1■1■流し、来由に流人する染†りIlと滝川が．亜流する両河川がJl支っと  

もほ近する地域にある。州側の染千川lへ約150m、火の滝川まで約25（）mの付誹■上であるい この地  

城の地衣は両州Ilの役職J‖！他にあたり、現在は水＝として利川されている。また、両川Ilの仙  

丹にはl‡燃仇川ノノが発達し、染料l用†いに㌢＝11、新陳‖小、抑仇 滝川附いに柑＝‖、帖紬lド許の  

架漕が形成されている。  

．闘亦の酢ル拙裾）8．Ol11■117J後、．州州メニは北川から出来へ輝く綿かにi頃斜し、北州州はf）8．小‖、  

束両側はり8．Ol11を測り、比高は仇′1日杵である。また、地衣が後’l■Ⅲ】り山のため、．調査l木刀両側  

は50c111杵の裾削で減水がみとめられた（）   

現れ、周知又は隠抑制証された追跡は、lll一頃肝とl舶甘地．役の肘いする別封川lイ■▲Jlト総什Ilり’  

を小心とする地域と、水川址の発抑制宜が進んでいる舅き谷ノIlイ吊モの■舟肝市周辺であズ，（、   

総社町≠辺には∴・千両、愛イ川l、速兄‖lll川■iと終来期を代来する：▼に」拙Il、蛇穴Il】ll■■Ji■ほ合む  

総ルl－●眉群があり、111用」から81世紀初リ1■匪噸満とぢ▲えられている〔，また、Il＝二雌、■」‘：では金′；：t二  

と推定できる建物址が検＝され、・L世紀末の建、ンニとされている（－l潮・回圧l府の椎宣側とされる  

）L総帥Ilj■川辺は、lユ州・州＝吏の施i役にl牲連する仙γ－が多く、国府の所在皿の紬鮎川帖■】■：されてい  

る。この北川には←卜川棚套1分、－ノ：、lゼ1分力仁一Jlが俳宜し、JJ川ミ調和I】である。   

－1■伸銅汗】1」■i追跡に代表される水＝」山よ、源‖J山と捕れ【」の火l川ノくに音別フれたj肌亦で、発抑制  

査は隼々増えている。12tlし紀初班と’ぢ●えられる閥帖l＝‖侶けの水l仙卜は、■lリ（門、人八木水Ill、  

帖J∴小八木、Il瀾ご、－JⅧ跡チ、阜カゞあげられ、■川川‡代後期と∵ぢ●えられる捕れIl火山灰のト、∧、ド  

Ⅰ川＝、▲の水Il仙二には粧附則亦がある。ミニ勅tlの楯山でイけ．な＝高追跡吊、1＝し紀11■頃とされ  

るほ‖り‖1C腔イ「卜の水Ilりl卜で、他に小八木遺跡などがあり、当さ谷ノIlのイ■●Jlとに桝イlミしている「，ノ．三  

日‡で調査された水川仙は前紺‖追跡で、本追跡の水川力l二と回‖、川」のほ＝り＝川蝉イ「什卜のj揖跡で  

ある。   

総社l叶から了†川りに広がる聴■吏畔代の遺跡は、明らかに発刊用りの規定、もしくは遇刷として規  

1ヒされた地域で、本道跡で棟‖された水l廿址もこれに合めて考一えられなければならないり   

参考文献  

l）「11t仰＝＝j則亦」lけ川157咋 州別】■教否委＝余   

2）降卜‘火Ilりノくの咋代は人仁元（1108）隼と倶されている。：ぢ■‾l】l‘ノ；′：ジャーナルNり157  

－ 3 ■－   



f糾lI草 訓査のノブ法  

確認調査 訓奔区は部分l’l勺探州りの紺黒、地表面から机＝111の沫さでゴリラ水がある－）川lり也と判  

明した。これに二l∴眉の川調Ⅲミ態を考慮すると、別井刺■射屯り附こは架落川の〟在が考・えにくく、  

平安時代の水l仙卜に仙1ほしぼって検川につとめたり検＝り用ミはトレンナ扶で、20‖1‖Wl■1うに1  

本のトレンナ澱定、各トレンナは仰が1‖1である。州i■川はこ川’J（Ii岬イ川t‖ ＿卜両まで－・如こ行  

ない、ニ川ウは汁悲深く排土し、水‖仙l二のイ川ほ仰訳した「）この紺県、3叶＝∵に了机ヒノ川吊こ延び  

るIl圧岬が各トレンナで認められ、このlノ、」、It■火の帖畔を追跡肌宜した結黒、加二来叫に延びる  

Il車畔が価認され、水＝」」上のイ／イlミがリjらかとなった。   

本調査 水11りl卜の本訓鮎三川l州！、水l▼」、満守の検■lい．に・1七山をおき、調奔利一乳両柚の2（）％につ  

いて来施することにし、作業はトレンナによるl畔‖仰の追跡にl根定した。水‖の耕作州には・丁を  

触れなかった（，祐トレンナは3帆卜了rlほで－・気に刷上し、川州ミのノノIrりを価訳しながらその郁度、  

拡張、ノノ凧転椎を行った。また、lリjらかに他の帖畔と交差するとぢ・えられる部分についてはト  

レンナの拡張を部分刷にとどめ、上回紬麿のみを行った。   

畦‖申け尖測は公八座棋を基準にl：1（）で、セクシ三一ン、エレベーシ≡Jンは1：20の縮尺で行  

った（，   

発掘日誌抄   

‖．27 作矧桐f了1トレンナを人力により州i■川（，  

11．28～30 トレンナ火二llの排二L」畔岬の検＝を相次行なう。  

12．ニー 追伸／）：川】■朗じ、セクションリ測りをIj掴fγり  

12．11と18 榊と当のため遺構カ‡冠水し、排水作※を行なう。1鋸t以瀦汁い勇水力叩封1三化するし－  

1乙 24 遺構の尖測をl神仙、水＝両の凍結が始まる。  

12．27 すべての宗測を終了、発刊帖粧悍を終えるり  

第1V持：水損1仁L州仰21棚   

弟＝r・う さ11、‡勘也二卜」兄水＝川イノl；▼1 拙作がきわめて欺い「）  

第2け・ウ 赤瀾血＿卜」Jエ水＝のりミニ1鉄分の沈弟が勅い。  

第3桐 浅けり‥11川羊イ伸き、川湘状態は槻容」也∴■いこよぃ相違するが  

Mけは茶把赴、アズキ色の陣伏回、抹l■仙人色、淡某社1也、＝似色、  

茶阻色、l廿肯伏色で、鉄分の沈椚、凝某（封′瀾仏日、‾HJ踊署であ  

川‖…  る。また、降伏朋は2（）、25、2（；トレンナ附近で親祭されたr）  

第川・づ ∴肘牲色土、やや伏色lりミがある。‖憧れ水＝の昧l  

第5丹・う 力与褐也二l∴ 鉄分の凝煩が認め仁）れる。  

第G桐 褐也l沫を帯びた＝伏色土  

師7吊l情灰色土  第S屑 伏l′地上  

－，】－  

須21刈 ノ棋井守舟杵伏図   



弟31刈 トレンナ及び帖畔配岡図   





節Ⅴ車 検山された遺構と逝物   

1．遺構  

浅間山B軽石下埋没水田址   

畦畔について（弟3・5図、l賀川kl－9・10、11）   

腑叩を追跡制証するために協定したトレンナはこう8本である（，検目した11‖り仰のjむイ召ノミ態とⅣ帽  

イ】－の椎棋状態は」辻好で、硯情Lは現水111の水路と土け描出こよる深裾りだけであった。槻皿され  

た帖畔も合め、Ⅰ川村＝∵の水‖」l卜の視元図を作成した。（須51刈）視元された帖岬は調査lオ外  

に延びる州畔も合め、67本である。畔畔は▼l∴ 一口旧ともほぼ回・・の計illり仙で、いわゆる坪境邦  

の…川ミではなく、」1叫lオ分のIl圧岬とぢ●えられる。また、畔畔左付′f；1二し、水＝の純水施設である  

水口と水路（小満）が検州されている。佃々の帖畔の計測佃は雛l衣に記した。また、復元l冥l  

申の破線は槻乱された部分と木肌宜はlノ、JのIl舶岬の推定位附せ某わしている。   

水Ill地測の基準となる一桁lヒノJ●lr】jのIL＝州ミはほとんどがi一しlヒの■ノルンニに延び、これに山川力■lrりに延  

びる帖畔が小二川に交差しているり仙々のIl申畔を槻倶すると届刷の度合王州違が比られ、特に1・打  

北力▲ドりのIll川：は仙l＝が跡署で、ニi（ト37・3馴‖州：はl（ト200杵の用度で屈伸している。   

…州ミは＿卜帖‡が20－3（）川前後、’卜怖が′1小～5（；c‖11一丁後をij！りり、l帆rl川ラは否形状か、←卜両がやや刷  

れた形であるが、人・’巨は千川封ノミを－1ゝしていた。5′1・57・60・（うニi・6（叫叫の相川は圧し消された  

状態で、水‖＝両との比高は0．5川－1．0（丁‖、帖畔の輪郭が不」伸憤な子て」；うナもあった。   

畔畔と水＝両の比高は朝ほける方向ほど差が人きく、Il‖叫せ墳に旧一Jiがl叶▲な部分はほとん  

ど兄られなかったり  

Il申畔及び水‖両の役土は、第川1はプ．冊肌u二、用水川の粧作卜で抑l牛が頼めてれい。須Z刷  

は茶裾色二卜JJ⊥水‖の順化姓十、拙作が強く、鉄分が沈新している。弟3屑は茶陽色斗、」力水  

‖の鉄分が沈新し、一・郎Ⅰ‖青汁l‘と混ったもので1一＝●湘刑がある。須車輌は茶裾色⊥＋鉄分の沈  

新は3屑より多く、凝来している（）弟5屑カ、ら和0州よ沌＝＝‖lli岬イ「である。須5凧冊アズニ＼二  

色土、降■トリくであるr〕打＝川うは淡11刊く仏土、第7朋は淡紫吸血＿卜、やゃピンクがかる。打‡8侶  

は川場也二卜 鉄分の凝〃ミがれ十兄られる。，弟州ウは茶視色上、打＝川うに多くの鉄分が凝集して  

いる。弟10桐はIl侶細く土、鉄分の凝≠が才一．：十見られる「，l‖筆れの川朝は－・椛ではなく、軌容地  

点により刷違が見られ、降伏屑も合めた純J削こ近い朋は3！）・10州‖、ドの周辺で、ほとんどの地点  

が第（い8・9丹・うの椎梢である。また、Il舶岬の水川川作土はやや灰色のかかった㍍裾色二卜で、  

しまり、拙作ともに拙く、C蛸イ】●、ド㌣昔が混人した上J・．、・うである〔，   

水口について（弟2凶、図版10）  

†釦l一■された水lⅠは11ケ桝で11・15・1（i・25・2（い28・ニう2・10・11・4こい5仰申畔である。水l▲l  

は地形の仰斜面を考髄し、仙川状の水‖刷ゆ偏湖から帆所へ水が流人しやす〈‘l二人されており、  

l′t黙；条什を効率良く利川した給水施．役である。検＝された水＝は2つのタイプにl刈りができる‖  

－・は1れ】とと来日のIl舶岬が交差する点を州り㌻1ミめて水】ほつくるもので、1卜15・2（ト28・4l・  
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弟4怪l帖岬役元憧l  
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lq■l州ミN住  長さ（ln）  上踊（c111）  卜帽（cm）  カ  向  水ll＝1miの比高  備  考   

1．92   20   4ノl  

3．20   28   56  

3   3．2（）   24   小1  

4   3．04   38   54  

5   0．80   26   50  

6   15．20   20   46   N－20－W  水 路   

7   22   車l   N－40－W  16．00  水 路   

8   22   42   
N－′lO－＼Ⅴ  

9．92  N－－】20－1二  水 路   

9   22   42   N－20－f二  9．60  

10   22   ／12   
N－2．50－E      ロ  

13．12  ロ   水 路   

19．20   
N－870－Ⅰ■二  4c  

5／l  水Ⅰ■■■1   26  N－930【1二  i4i 5 cm 

12   17．60   58   
Nニ720－1二  

32  N－9′10－I（：  

26   
N－920－－1く  7（」  

13   18．88  50  11c  

28   
N－920－－】ミ  n  

18．40  52  N－820－】‡二  ロ  

20   ／12   N－1000－E  6．′10  水 r‾l   

20   
1l  

16   9．60  N－60－E  6c  水 しⅠ   

22   50  17   17．60  

18   い1．10   32   52   N－00－E  lぐ11l  
2．5clll  水 路   

19   6．2′l   2／l   52   N－1lO－W  tcl  
1∽   皿  

2／1   52   N－50・－E  1cl  20   8．16  9cl  n ロ  水 げ缶   

N－50－トニ  5く  
2．1   12．00   32   N－120－11／  田  ロ  

2／l   N－′lO－W  ロ  
22   9．60  52  

5   

23   9．60   26   小1  N－50－W  

22   46   
N－1「㌧一E  5  

2／1   6．′10  N－50－＼ヘア  匹  

22   44   
3  

25   8．80  N－100E  8    水l＿】   

26   37   50   
N－9～）○－E  

17．92  そ．， 6      水I‖l、水路   N－B′lO－1二  

21 50   
N－1）50－1三  

27   17．60   N－8（iO－1二  
水路不明   

28   52   
N－B50一Ii二  

28   18．40  N－（）50－Iく  6cr11 Rcm   水口、水路   

32   N－848－1二   29   17．60  54  北Icln lも】（；c11l    ノJく上掛・H廿で不明   

30   16．00   26   J19   
N－8こう○－1ユニ  忙 2c  
N－f）80－】1二   6    辛】5c   可  

48   31   14．40   26  N－900－E  

32   22   46   
N－820－lこ  

15．20  N－870－】・：  ノjくⅠ‾1   

58   33   12．48   N－70－E  水 路   30  
7 clncln 

30   58   34   5．60  N－20－】て  」 田  皿 ¶  水 路   

－ 7 －   



輔畔No．  長さ（m）  卜帖（cm）  ’卜帽（c111）  ノブ  向  水川面の比高  備  考   

35   8．0〔）   38   58   
西 3cI¶  

N－70－W  束 7cm  

36   10．4・0   22   50   N－100－】∑  

37   ll．20   26   57   
N－270－トニ  
N－0．50－一日  

38   8．32   26   49   N－00－】三  

39   5．92   22   56   N－30－E  

40   9．60   26   48   
N－／10－＼へ／  

N－／】○－トニ   b      水 口   

41   19．20   26   52   
北 ′1c川  

N－900－I三  南 6cnl    水Ⅰ二l、水路   

42   19．20   26   52   
N－1050－】一：  北 こうcIll  
N－8‡）○－】1二  拉i9clll  

43   8．00   28   46   
N－900－】三  忙 5cnl  
N－（；！）○・－－】く   6    もif）cm   水lこ：l   

朋   26．88   26   52   
N－1）00－】i：  
N－820一ト：  『  lヒ ′Icm 舅 6cIll   水 路   
N・！）（）凸一－ト：  

45   14．d4   26   5／1  N－7lb－Iく N 北 二う 
－！川○－ト：  l率i～）clll  

46   13．60   22   48   N－95．5しI二   
．1ヒ 5cl11  
沌18cln  

47   8．00   22   52   N－60－】二   【  些i4cl11  
束 7cl11  

／18   8．32   20   48   
N－50－ト：  匹  
N－ニi8－＼＼／  来  

49   9．92   24   48   
N・－f）／10－】J二  ′【ヒ：う（州  

N一日20－－】一：  拉i（）cIll  

50   8．00   21   46   N－900－Ⅰ二三   
北（；cIll  
南 ＝）cTn  

5l   2．88   26   56   N－40－W  

52   3．0／l   26   56   N－／lO－11「  

53   4．00   30   54  

5∠1   13．06   21   52   N－80－W   に  姓  
独   

55   9．60   20   50   N－60－I三   に  牲ilcl11  来 8cln   水l：∴t   

56   11．20   52  
．忙 3cln  

20  南 ′lcnl  

57   12．80   Z2   50   N－20－W   b  才．し  
射   

58   8．80   24   5′l   
N－180－－W   b  旦  

根   

59   9．92   28   5／1   N－850－1三   1じ 4Cl11  
6    有 5cIll  

60   17．60   22   51   N一．lO－11J   b  
り・   

61   2．08   30   52  

62   14．40   25   54   
N－‡）0．50－一日  
N－950－トニ   6   

63   19．20   26   52   N－30－W  

64   2．40   30   53  

65   10．40   29   56   N890一丁二  

66   12．80   2l   4／l   
N－80－＼1／  
N－90一】く  

67   1．92   24   4．4  

は1）本追跡の磁北は互封じに対し、約6．50世＝こ仰いている。各峡岬の方向は瑛北をプ，巨叩≦に測定した。  
ブ：i三2）水川面の比詰は暁岬．＝何を基岬に測定した。  

注3）脚半No．は筋4図址叫鵜元図の咄畔（Nnが減＝ニか、数字）と！！く恰する。  

－ 8 －   



／＝lll川てにみらJLる＝水Ilの深さ（よt5・2（ト′l川川てが2～：i（－…と、111榊咋を几J・iの．化い水＝両のレ  

ベルまで州り‾卜げているのに対し、仙の‖申岬では妬くほい刷り．込みで、l…に満たないがl畔岬  

碓認‖いこ、Ⅰ‖侶rの軋卜により、勅】と中川’Jほした。／卜・つのタイプは1（い25・こう2・㈹・55帖  

岬で十和11された水llで、川柳咋のlい途を‥いト～と＝‖1のl‖仙膏で州り汀め、l畔畔をり」仰し、水l」を／）  

くl川1している。このタイプの水＝は15・17・：うl・′捕・5川‖川三のけ川附こ渠lいして．子貴けられて、  

州り込みは」山一Jjの高し、勅l川‥のレベルと什・か1（・‖げl号音lこくなる。また、水l】の．設けられたl畔畔  

の位m烏、北†州と1州りでは拙速している。これは水l‾ほ．設（ナるにご11り、地情け．の制約を凱旋し  

たものとぢ●えられる（，   

水路について（須21朝   

川‖’ほ境とすふ比高の帆い水Illl仙こ、水路と考えられるほい州り込みが、州‖－ドにfγト〕て延び  

ていた。この水路烏（ト 7・バ・t（）・18・2（）・2（ト27・2！）・ニう：ト：う′l・′1巨利困叫でヰ剣t一．さjtた。  

ノ柚仙川腑掴の北側に侶りているが、両州でも相㍉㌻．fユはされていた（）しかし烏測前に追湘が降1こトi  

で通水し、水路の’判別が小り■能になったためl姉」こはしていない。，この水路はJ判ノ、j【メニクナの水11に、  

とに水をlリ川・に給緋水する施設で、多くは水川l「liの比高にルがみられない水l＝こつくられてい  

た。水路の小は12～川川畑を測り、水It【lrliからの沫さは1～（；（－‖を測り、裾り形烏ほい廿γ形  

を■】㌧してい／ム2馴冊申け勅路は中途で消えてしまうが 、これは水Il州はのル1■ゎ川句眠では判別  

できないためで、他の…伊什」）この様な水路が．設けられていた■り‘傭什がぢ・えられる（、   

畦畔交差点の石について（須2・′l・（津l、図版1（）・12）   

28・ニう5・ニう（い′闇帖岬の安差止で、「のひドノ人のイ「が倹‖■．された－，このイl‘はK律12．5（・川、小  

11．5（－m、りさ（i川杵を．汁る廿日＝伊ノけ川細川IJi‘りくに什う仰イ「′友山片ぐある。イl●は川咋が卜′トに  

交ノ上するlれ化粧畔の中心で、錯帖岬に．1了：った付雄一●二に5川畑の沫さで川と．；貨されていた。イ「の火両  

Ⅷ‖州ぐからミ）川畑の＝形に露目している（ノ イ「はl′1濁色を■Iけるため、ヤヤ刷れた位ど；■】「カ、じノも、  

それと判別することができ、ある棉の＝膵に  

理ぶされたとぢ▲えられる。   

27・ニう′トニi5帖畔の交ノ1J■、一∴ 27畔畔≠両川りで  

小山のこぶし人のイ】●が川上しているり イ「は畔  

仰の斜面寸．にヤや川まった状態になっていた  

が、人／与力、ハか、1‡り然としない。イl■lよ／川jイl‘′友  

IIl∵‡で大仙直りLく椚滅し、人l」杓と止】、える痕  

跡も兄られ、これも‖圧畔に川，役された＝情の  

・仰と▲考えることもでさる（，   

田積について（須り図）   

倹＝した帖岬から視元したIl申畔の槻念l叫を  

弟ミ）凶にホした〔、帖畔に区両された水＝は′l（）  

枚を放え、このl人j、Il刷をの計測恒川捗な水川は  

l リ ・  

、．＿、ノ  

叫  
l リボ．Iりl  

／＼′  

T「Ⅷ¶附mmmmTmmT  

打ち5図2黒∴爪∴（i、′12岬岬分れ1りミ測lツl   



11枚、形状、川梢の推定が‖j■能な水Itlは12枚であるり   

調州メニの水l＝両の情れは北川軋2′10‖1、北東軋l：i（）l‖、1十川亘汎H2（）‖1、1け勅ま汎61（）‖であ  

る。比高は北川から1汀川が42c‖（勾軋囲㍑馴分のl）、北山から南山が52川（紬肥朝85分の1）  

北川から北東のル∴・iはIlぐm（勾配準5こi（）分サ＝）、1・折りカ、ら†汀束は2】（一日（軸情机80分の1）を  

測り、最っとも4、川Jの志しな北川から湖東の比高は（；：う川1（勾配＊川（）分のt）である。この放仙  

により、水l廿址の地形が極めて絨かな†lイば川kであることと、l†川リノIrりにl伸ナで軌斜勾配がきつ  

いことが理晰できる〔、   

日精の計測がl・川ヒなノk＝はNり8・5）・1（）・1卜1′l・15・川・17・18・Ⅲ・2（；である。＝川り仰  

が推定できる水＝】はNり12・2（）・2′1・25・27・28・ニう2・ニう′ト∴輔・：う㌻ぐあZ）‖ ノ1川lの計測仙とル封ノミ  

は弟2ノミに記した【，   

＝イ1■iの計測佃を兄ると90日2～二川（）】11Zと放仙にバラツこ＼二が几られ、1二i（）1112－2（）（）l112が腔畔的な徴  

佃である。また、破線でホした推定l畔畔のけ‖則は2川）‖12J／リ、十．の水‖がノ．りくであるが、北†Llりは  

200‖1～以‾卜の水Itlがノ．りくで、1（）（）m2」こ満の水‖lも2枚み〔ノれるrl   

水Illの形状は‖川の人、小に休りなくJiノノ川；がノ．りこであるが、N（）】l・12のような不規則な形  

状の水111も合まJLる。また、日用の小さな水‖は川削甘症みが人きく、人規梢な水川の‖l州ミは  

両親的である。水l】1のJ｛軸ノノIrりは、破細でホした椎揖帖叫甘‖川りでは両北ノ川‖こ、北†l【りでは束  

j叶ノノ‘l／りを指し、推定帖叫の北側と†も川川（J、‖ヰ1■iの川罠も合め、あるいは椎揖Ill川ミが川Jj■よ井川Il三  

岬である叶肘ノlミも経めている（，  

第2ノミ  川 梢i了1洲 衣  

川軋1  新．t（111）  描（＝）  面相（‖1－）  Jlヲ．状  棚r考   

8  16．00  19．20  27′1．93  良ノノ形   

9  12．00  18．88  199．6′l   

10  9．60  18」（）  171．8′1  

不鮨形    l：i．12  18．40  253．83   

l′l  5．60  17．（iO  101．50  拉ノノ形  

15  8．00  17，（iO  128．‘16   

12．80  17．（；0  205．1（；   

17  8．80  17．（；（）  156．30   

18  9．（う0  1（i．00  1ニiO．81   

19  （；．40  14．40  89．3′1   

lllNl  ir11川（Ilり  形 1人   仰 ノチ   

22  艮ノノ形  
2ニi  

2′l  

25  

26  

27  

28  

32  艮・柚uけ軋北  

3′l  

3（；  

38   

‘？二1）＝f姉川ヒなノJく川けノ川1【二、推定のノ因肛＝刊腑Ⅷ＝二l刈りし／こ、J  

fF二2）l！l軋は第rl図帖岬職亮」ズ1の水川佃lが榔：つく放7：）と照什十右   

畔畔にlメニ両された水‖面に、‖膵イ砂戦く椎耕した作みがいくつも仰㍉i．聖された。しかし、発  

裾途中のl簿価、l恥1i■に遺構が領水、‖悍イ】‘のほとんどが流失してしまい、遺構りハ、黒測図面  

雉は作成できなかっ／こりⅠ‖‖】●の川湘した律みは人，巨がIl川之か不整lリルを■lもし、直往はl（）－  

15川畑である。邦分弼ではあるがノ∪＝」のノ、止跡に似たア1ミみヰ）仰1；．致されたが、断定することはでき  

ない。この律みはやや不整列であるが、帖組十に列ぶ描である‖  

－＝）－   



炭化材の出土について（第2図．図版10）   

39トレンナのⅠ川粁川l：下の水Itl両から祈卜の炭化材とイ此」二が‖H二した〔）5小町岬の南側3分の  

＝師け地点で、帖岬に近撲して川二l二し、炭化材はほぼ10c‖粧の梢廿肋ノ」に散れしていた。炭化  

1」■の．掛在状態は頼めて悪く、2cm仰の小片と仙は炭化物であったが小什の－・部に末炭化の部分  

もみられた。牡l二は州Il川りに寄った川津■亡に㌧什l∴みられ、イ・り阜めて砕く、散漫としていた。炭化柑、  

胱二l二を除よした後、川辺を精査したが、．遣物、追捕は検潮されていない。   

この炭化材、恍二l二は】川筆石の下から検川さJtた。水川」一IU廿没とほぼ近い‖州ーのものと考えら  

れるが、1剣t冊悪からみて木けを燃した吋能件が高い。  

2．遣物（弟2、6図、図冊直2）   

浅川山I日華れ‾卜で川一卜した遣物は7山で、川上位椚は須2懐lにホした。  

1は須恵器のJjl州；破什である。色調＝射止視色をいし、肌成刷：綜緻である。2は須出端の■高か  

郎の（うぅ♪の1ネ？lとのjむ′／／：である。lノ、朝潮に伏和がみられる。3は二＝帥端の川舶仙被けである。色制  

は樟色で来朝の桝減が放しい。′lは拘関れ安11け‡のイ】●である。棟す．Il】の墳火に仰うもので火1√li  

はげ－f滅し、刃q勿でリlいた娘跡が5ケ所拙兄られる。5は‖舶岬交差′・1・：に理股されていたれである（1  

れ賢は頼めて快かく、II】火部が錐む、しかし、拝みイ1ニラ≡∫けるかは不明である。6、7は安l【」  
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ン■‡である（，6は破片であるt）7は本．追跡で＝十したIllで最りとも人きなイ√で梯川畔には水＝lri†  

にめり込んでいた。人相’l勺な力’｛川こ（よ（i、7ともに比られない（，  

れVl草 ま と め  

本遺跡で検附された遺構は浅‖り‥l軒帽イ仙卜の水‖」・ll．である。帆Il■．、視元された畔畔は（i7本  

で、＿I∴ 卜帖カ†ほぼ等しい1判ノ、Jlオ分の帖岬であるr、L‖叫出潮北ノル」と東川ノル」に延び、南」ヒノノ  

l「りのIl圧岬はほぼ賞北のノJ‘イ、ンニであるり畔畔明・∫71；に酢緋水の水l】と水路がつくられ、l榊りJ≠‖二  

紙価斜する地ノlラを利川し、比－1■Jiのil■Jjい水Illから†JLい水Itlに水が流人する．1二人がされていた（，ま  

た、帖畔交差点に手のひら人のイl■が川．没されていたり－L地l宥別のIl印と考えられるり   

畔畔王lメニ州された水川は40枚で、このl人」、l＝漬の計測が■り‘能な水川tl枚、川梢の計測と形状  

の推定がlり■能な水Il112枚である〔，‖桔は（）（）－ニ柑0‖12粧とバラツキがあるが】5（）‖12前f如）水＝が棚  

胸′1勺である。形状は片山l一之に近く、人、小形守描膏で人形の水川は艮ノノ▲形を■1ける（）この什封ノミ  

は‖高射亦（Vl）（1）で分畑されている不規則lメ川Ii水‖と代地判水川に該当すると・′ぢ・え仁）れるく，   

川二＝甘物は少なく、l州㍑昔、須恵端破片と溝川川l、榛γ川」の」i■けくに什うイ】▲が1ノ．■．・二である（一   

本道跡は大仁元（110日）隼のほ‖り‥りハ火（Z）による‖惧イ」－のl降■卜により理没し、当町の水‖の  

状態をそのまま城した遺構である。、川没IL川ノjは早′友情代後期で律合刊刷りの眉快から」吊甘什余へ  

の過渡州に当り、本道跡もこの時川の＝虹支配の－・」J⊥象が水Ilはいう形で衣わされてい ると．蓋▲  

えよう〔，  

JJ川ミまで党抑制宜されているl‖羊イl■‾卜の水l仙卜と本追跡甘昭圧封ン引、て考えてみたい（   

現イiミまでに発抑制査された遺跡烏19ケ両川で 、榊．す川】、跳l叶lけが1ケ所、〃＝川‖椚肌Ilけ3カ  

桝、他の14ケ桝は細榔刷こ桝イl三し、■∵榊．吊レでは、水IllJl卜川′光が精力的に行われている（，このl勺  

で、理没状兼が裡ハされている※要なj封亦は次の通りであるい   

大仁l附則亦 畔畔は州当潰れ、かなり‥‖ノこでノk川Irlrとの比高井沌少なく、‖帽イ＝、の人災浩  

三i；：によって焼・来されたか、それ以前に水利昭雄などのイILドによって既に廃寮されたのか問題を  

捉起され、川辺の下∠条村来題潮、肝情県裾沼地傲地内退潮沌帖＝帖柚日射れ状況である（l）との  

指摘がある。   

豹地遺跡（l、11）（n）（t）では1‖羊イ】●‘卜水Il川二け卜侶から11世紀後・）卜に比定される国分≠  

のイ仙川ガ検●l11、（】1）では水‖什の二立地場所は、造成前は川根状を■1ゝしていたようで荒地や  

㌍閑地であったとされ、また北加減虻潮畔）でもノk川■卜から川‖ニ紀後汁・に比最される作目址が検  

川されている。  

」川冊≠遇跡7）独仏川に緩佃斜する仙ノ】；■卜に条．1日帖他州∽明細lほ′乏けずにつくられ、川辺  

は州蟻ケ帰扇状地で河水が得やすい。   

三ツこ、1二道跡（lけH）粟肱の鮪」l卜を廻るiJlけ虹十につくられている（，   

＝高ぷ川亦（lV）（！））水‖のタイプを・Jll・■肌理糸、に地理、小規州昭二両水川系には別し、さlリノ川し！  

→不規則系→艮地理の変遷を考－え、γ川里は比順的継朝出鼎がJ遠く、代地丑＝二）L行する。k地  

－12－   



丹＝ま】‖羊イ「降’卜‖川Jに近く、＝l明紀後汁・の両種、木仙川系は律令‖刷に征うことの少ない状況  

とされる。また、人八木水川遺跡左は－≠日用と艮地理が共／／：、・矢l＝甘跡は合体が放棄された状  

況をホし、このl＝」封肛里は兄らかないと述べている。   

以⊥の追跡の川没状態からこのIl川Jの水‖腔′洋について叫†rミ1上ができる。  

】．ノミ1卜前、欠II■、■卜之条付火、肝情県腔済追放地lノ、Jj凱亦で検＝された水l刑1卜はⅠ川手イ√降卜  

以前に焼栗されている水‖である（，   

2．＝高、人八木水川追跡の・、川州、不規則区‖巾k‖系は、条l＝誹‖鋸別の′友にした耕地を緋  

縦して」州′l；し、条井川りに規定された川岬■ドは域すが坪内の分冊は規定されていない水川である‖   

ニう．＝高遺跡のk地理は、川＝ニ紀後－さ巨の所亜とぢ‘えられ、条理刷り地川の申で給水が得ヤやす  

く、ル1剰糊…発又はl引用発が容易な水‖である（－   

4．鼎地（llI）、ル＝付根、∵ツ、■J■：（l）、北折渡遺跡烏、l川■勅封小刀荒地やゃl甘地、ま  

た、湘漑による齢水を得やすい仁地を対鋸二l桐発し、条理用りに規定づれていない（l叫水‖で・・  

仙よ1川上紀後・）卜に川悦されている（）   

以寸．から、l日華イl降下帖1頼）ニl人先兵を■要約すると、当‖．1今の条．里制水＝には既に廃塊された水＝  

が／／二在していること、これは「r‖方夫代が「不安に耕地、・・叫的に耕作故究（または休耕）さ  

れて当lけ「かたあろし」とよばれた耕地が人仙′l勺／川三した（11リ と述べられていることと一枚  

する。条．里削分冊の規読が滞れ、条．1】！．刷のナl川代用則り化され、坪lノ、Jの水【tlでは分冊が進行して  

いて、「′む芯耕地の渠約仙木川J＝ハ」とl■り様に「イり力甘艮舟■Jと「‥般張艮凧の小ノ椚・か封吊発も  

たえず行われ（l：り」ていたことを）1乱しさせるものである。また、この什川Jは粂ノl川川水川だけで  

はなく、耕作がlけ能な＿L他をl凋発し、水＝の拡人を了」二ったことであるり菊地遺跡、北耕披追跡  

と‖高遺跡の昆地理の闘発峠期が1川二礼後・）仁であることは隅然の・■放であろうか、あるいは11  

‖増山（）車代の国政改廿として＝された「別れj、「保（11）」の制度化と関連があるのかもしれな   

い。   

このことは本．追跡の水‖」」卜が粂．里削分州のj豊川りを賎しつつも、両分州されたl甘期と甥・えられ、  

本道跡の両側に丁、川H‾る■11用、i川j封舶こおいても同相であろうり   

以仁困射＿泄＝、●i】1描fの水Il棒羊′甘について考えてみたが人郁荒いこぢ・賓さになってしまい、多くは  

推測の域をでない。ノト後の発州帖】J・ときめの釧lかい検討を爪ね、この叫則の水＝形態、変遷、  

仙）＝長佃としての水＝、什会的締湘lく川ラ悪ミー‡；をも合めてl肛超をこぢ■えていきたい。  

‖巨I）「ll高追跡（lV）▼Jt！）R2隼 ■細川り翫十査‖余  

‖巨2）新旧ノ十ノミll”仙也ルlじ仙11；の拙文帖代11降のノ一り；1■iテスラ屑」ぢ■■】一イ7：ジャーー十ルNr）I57  

．…」三ニー）「射地．辻即亦 川）」198：川二 舟＝か1】■教否妾‖余 ここでは18ケ所川・はしてあるが11射甘両前祈‖1局封椰を  

加え用ケ桝としたぐ）（＝）82申J川ミとする、その後他に．粧作例がある）  

．iトl）「人．巨l乱心跡」19日2イト 川和け教†f委1は  

‖巨5）．i巨：i）に川じり  

一13－   



計6）「北噺披j出跡」1982印 刷＃市赦ff委‖会  

計7）「井川村水道跡」1983牛 丼‖村東通朋潮相接  

許8）「三ツ寺追跡」 叫矧1Jl中仙こよるが発裾畔に冥見させていただいたり  

訃9）許1）にl百＝ニ  

計10）「御地遺跡（11）」の動捌こ於いて1町109111に適合しないl【‖州のことが述べられている。  

．吉一三11）戸‖ガ梁「小世初州農業の伸餅」  

許12）人‖川1五大「叩安‖‡代の村落と尺衆の運動」ソ‡披紳ヰ川本雁史41976隼 二肯酢l川f  

訃13）雷l1日け】「平安期に関する二、三のl甘題」 ‖l三11）とl明封こ計12）の■射的を利川さ・せ－ていただいた。  

．；蔓三14）別名（べつみょう）、保（ほ）について  

「別名」は保、別符、柑、郷、γ．などの総称して呼ばれ、以11了Jの「キ′■」以外に郡、郷と▼、i†そぶ斬らた  

なl軸刃文配として公認されたものである。  

「別名」について義江杉夫氏は「一定のl甘党・予定地を閃党させるに従ってIl雌賦云某を帆くし、国柄  

伸軋の「㌢，」として把据したもので、l‾保」は「川準の他に付人別賦裸せ佃イ】●したものであり、、しば  

しば賦練率を快く」し、「溝党化してきた仰山酢写己甘による付人、村落把据を棚≠側にくみこもうと   

する附則（1）をもち、「作れ」を補う形で山されてきたと述べている。  

河井能坪氏（2）は、中根耕貞雄代州毎のノ州伸輔♭冥郁亜友木‖こl某ける甜人の分析を通し、この餓イl▲の  

法rI州：栴は「別才一」「保」と同一▲して、次のように述べている。，l‾荒廃Ill、川代、日代、荒町を含む－・  

定甜城を開発条件とし、一般公徹とは興った特別地域として国司に申誹し、q糊」（7）紆賓によって絆吋  

されることにより成正した。」この「餓域1人」でl肝発を打った場合、そのりり矧l】に倒してはH物別当」  

は圃伸におさめるが「臨‖出師役は免除され●」、l朴矧＝は「永イじの桝イr柵が認め」られ、「許可された小  

浦署以外の者がその甜域l勺でl肛発を行うことができない」。  

「別名」はl甘党の申溝新来対し、「lkけ1：」仲析甘口■りが党セーられ拭的に保証され、これはl長けりの専  

決であった。また、「別γ．」は全国一一剤こ行われたものでなく、攻ノ】●・二以後Jてま綱川勺にあらわれたもので  

あるー）  

「保」の作柄について細説の見附が＝され、坂本里三代（二l）により抑介されている。  

（1）「図裾支配の眠聞」 ソH皮溝厘l】本船史d197G 紺皮押店  

（2）「Il本封建国家の成立をめぐる二つの階級」l】本封建fliり成立史論 東京人学‖‖板会  

（3）「ハ代から小一lしへ」 吊披講亜II本聴史261977 ソ†披押ノ．1子  

他に坂本賞三「棋関崎代」lI本の歴史6 ′巨芋鮒を参考▲にした。  

－▲ ＝ －   



写真図版   
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構
 
 
 

l調舟1一丁j封亦全損（榛れ11を望む）  

二i 3トレンナ（向から）  2 2トレンナ 目上から）  
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1 4・12トレンナ 用土から）  5トレンチ（如から）  

4 8トレンチ（北から）   3 6・15トレンチ（束から）  
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3
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2 10トレンナ（細から）  1 9トレンナ（束から）  

4 13トレンチ（融から）  311トレンナ（北から）  
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114トレンナ（束から）  216トレンナ（束から）  

317トレンナ（州から）   4 18トレンナ（束から）   



1Ⅰ！）トレンナ（南から）  2 20トレンナ（北から）  

：i2けレンナ（州から）  4 22トレンナ（州から）   
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2 24トレンチ（叫から）  123トレンナ（如から）  

4 26トレンチ（州から）   3 25トレンチ（州から）  
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127トレンナ（北から）  2 28トレンチ（北から）  

4 30トレンナ（川から）  3 29トレンナ（央から）  
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132トレンナ（両カ、ら）  2 33トレンナ（如から）  

4 35トレンチ（北から）   3 34トレンナ（北から）  
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136トレンナ（北から）  2 ニう7トレンナ（北から）  

3 38トレンナ（如から）  
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1 39トレンナ   

炭化仙lト巨l人況（州から）  

2 28∴軋 36．化粧畔交差点   

れ相川状況（州から）  

ニi11．18．19．2卵胞岬   

水＝棟‖状況（束から）   
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1 2（）－2（うトレンナセクシ：一ン  

2 f）トレンナ追朝川トトノミ況  

ニi ～）トレンナイ川トトl人況  
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洩‖り‥＝川羊イ】▲■＝甘物   



第Ⅵl草 訓査糾織   

11丁†棉11川臣哉文化財隠裾肌宜川糾組  

川艮＋奈良二郎（教否次艮）  

御上川り査肺洋 、l佃抑止（l【l武．ぢ●‘ハ■学†肝札所所J、∈）  

jllサi署・   二、川．）棚（l・川川棚訓奔＝）  

叫務」‖J   前橋巾教育委員会祉全教育課  

党裾訓価瑠測「′打 盲妨洩武、陽伐異、陽沌謀雄、渥ほ秀イ、渥はテルJ′・、陽はアキ、棚沢文雄、  

描はテルイ・、楢沢フサ汗、相㍑廿早什－、描択美枝十、棚沢剛丁、脱沢k十郎、  

聴仙鋸．1＼l；‖川北、治、■高輪マスミ、l呵郁イナ」‘・、甘れ、卜丁・、．l一川α、治、、ド＝I  

史・‾J′・、l叫部倫十  
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